
特集：「リズモー市から、こんにちは！」
（8月7日：リズモー市で、両市長が記念品を交換）
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　姉妹都市交流 50周年の記念事業に参加するため、８月３日から 10日まで、オーストラリア・シド
ニーとリズモーを訪問しました。
　市長・市議会議長・副議長を含む市民訪問団が、記念式典への参加や、大和高田市や日本の伝統や
遊びを紹介する「大和高田デイ」を開催し、記念事業は大成功で終わりました。
　大和高田市からおよそ 7,000 キロメートル離れたオーストラリア・リズモー市。そこで行われたイ
ベントの内容を、紹介します。

８月４日（日）
ゴールドコースト空港から国内線に乗り継ぎ、シドニー空港へ。シドニー
到着後はオペラハウスの見学など、市内観光。

8月8日に開催する「大和高田デイ」の荷物は、

ダンボールで23箱、重さ約300kgになりました。

８月３日（土）
夕方に市役所を出発し、関西国際空港からゴールドコースト空港へ。
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リズモー市から、こんにちは！リズモー市から、こんにちは！



８月５日（月）
自治体国際化協会（CLAIR）主催の「日豪姉妹都市50周年記念フォーラム」に参加。

８月６日（火）
シドニー空港から国内線で、ゴールドコースト空港へ。
リズモー市庁舎到着後は、歓迎のお茶会。

８月７日（水）
リズモー市主催の記念式典に参加。昼からは翌日の
「大和高田デイ」の準備を行い、夜はリズモー市
主催の50周年パーティーに参加。

挨拶をするグリン神父
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リズモー市から、こんにちは！リズモー市から、こんにちは！

初めて交わした盟約書や、今まで本市から贈呈し
た、扇子や雛人形が、飾られていました。

大和高田市とリズモー市の姉妹都市提携に尽
力された、グリン神父に感謝状が贈られました。

姉妹都市50周年を振り返って、日本の立場から市
長が演説しました。



８月８日（木）
「大和高田デイ」を開催。市内の小学校の子ども
たち500人や、市民100人が来てくれました。
また当日は、大勢のリズモー市職員が手伝ってく
れました。 イベントを開催したスポーツ施設
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寄贈された折り紙を、壁面に飾りつけたり、ジオラマ風に仕立てました。
折り紙の体験では、小学生たちが一生懸命鶴などを折り、大事に持って帰りました。折り紙の展

示

子どもたち
の作品 会場の壁面いっぱいに、市内各幼稚園・保育所・こども園・小学校の皆さんが作った作品

を展示しました。それぞれ工夫されたものばかりで、会場をにぎやかに彩りました。
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リズモー市から、こんにちは！リズモー市から、こんにちは！

書　道

日本舞踊

生け花

茶　道

見ているだけでなく、子どもたちも交
じって、みんなで踊りました。

自分の名前を筆で書くのが、かなり気に入ったようです。
代わりに書いてほしいと頼まれることも。

生け花の実演では、珍しい生け花道具に、子どもたちは興味津々でした。

子どもたちが茶せんを使ってお茶をたてています。
ジェニー・ダウェル リズモー市長も、体験中。



８月９日（金）　レインフォレスト植物園で植樹を行い、その後はサザンクロス大学・
マカデミアンナッツ工場・市立図書館・ロッキークリ－クダムを見学。
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スーパーボー
ル・ヨーヨー

釣り

着付け

七夕飾り付
け

たこ上げ

こいのぼり 教科書の展
示

寄贈された浴衣を着て、大きな千本桜の写真の前で、にっこりポーズ。まるで大和高田に旅行に来てい
るようでした。

スーパーボール、ヨーヨー釣りは、子どもたちに大人気。釣り糸が足らなくなり、大
慌てで作りました。

七夕の話を聞いたあと、短冊に願いを書き、竹に飾りました。将来なりたい職業や、
動物を飼いたいなど、子どもたちの願いはさまざまでした。

自分がデザインした
たこを作りました。出来
上がったあとは、会場内
を走り回る姿も。

ウロコに絵や願いごとを書いて、こいのぼ
りに貼り付けました。 絵本や小学校の教科書を、展示しました。リズモーで

使っている教科書との違いを、見比べていました。



▲姉妹都市交流50周年を記念して、植樹を行いました

植樹した木は、とても珍しい種類だそうです。

Durobby（Syzygium moorei）
亜熱帯雨林に生育し、約40メートルの高さまで 
成長します。
一般的にCoolamonと呼ばれ、赤やピンク色の 
花が咲き、丸い実がなります。

　リズモー市の風景は、本誌で掲載している「コリーンさ
んからのお便り」の写真でしか知ることができません。そ
の風景を直接見て、音を聞いて、遠く離れたリズモーが、
より近くに感じるものとなりました。
　誌面では全て紹介できませんが、私たちの住む大和高
田市が、今から50年も前に姉妹都市提携を結び、先人
たちが友好関係を築き上げたリズモー市を感じてもらえた
ら、と思いました。
　８月８日に行った「大和高田デイ」は大盛況に終わり、
参加した地元の小学生たちは、次の日もしばらくは、その
話で盛り上がったとの連絡を、後日、小学校の先生からも
らいました。当日展示した、大和高田市内の各幼稚園・
保育所・子ども園・小学校が作成した作品は、とても素晴
らしいものでした。本誌で募集し、たくさん集まったリズ
モーへの寄贈品（折り紙作品・浴衣・絵画など）は、子
どもから大人まで関心が高く、喜ばれました。
　派遣学生の交流は、今年で27回目を迎え、本市から
は6名の学生が7月26日～8月9日まで、リズモー市
でホームステイしました。また、リズモー市からの派遣学
生は、9月21日～10月5日まで来日しています。日本
の文化を学び、大和高田市内を見学するなど、有意義な
時間を過ごしています。
　学生の派遣だけに留まらず、これからは市・学校間・
市民間の交流も視野に入れ、多岐にわたって交流を深め、
より一層、両市の友好関係が強固にすることが必要となっ
てくることでしょう。
また次に、リズモーの人たちと会える日を、楽しみにして
います。

８月９日（金）　レインフォレスト植物園で植樹を行い、その後はサザンクロス大学・
マカデミアンナッツ工場・市立図書館・ロッキークリ－クダムを見学。

感謝状の内容
グーネラバ公立学校

吉田誠克市長 殿　市民訪問団の皆様

グーネラバ公立学校の生徒、教
員・職員一同より
2013 年 8 月 8 日に開催された、
大和高田デイに参加できたこと
を、心より感謝しております。
わが校の生徒にとって、あなた
方の文化に触れ、学べたことは、
またとない素晴らしい機会でし
た。ありがとうございました。

マーク・スペンサー校長

８月10日（土）
ゴールドコースト空港を出発し、夜に関西国際空港へ到着。

　本誌 4月号に掲載
した、今年 1月26日
の週末に発生した災
害の際に、匿名の大
和高田市民が寄せた
オーストラリアへの寄
付金は、リズモー市が
水害による被災者救
済時に必要である電
灯（レスキューボート用
HIDスポットライト）の

購入を決めました。その電灯を8月7日のリズモー市主催の式典にお
いて、大和高田市長が、リズモー災害時緊急対策室へ贈呈しました。

8月8日の「大和高田デイ」に参加した小学校からの感謝状が届きました。
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▲�この記念碑と同じものが、さざんかホールの
南側にあります

▲�サザンクロス大学 
ジャパンセンターで

リズモー市から、こんにちは！リズモー市から、こんにちは！

電灯の贈呈

感謝状が届
きました

▲リズモー市図書館に、本を寄贈しました



姉
妹
都
市
リ
ズ
モ
ー
市
か
ら

派
遣
学
生
が
帰
国
し
ま
し
た

　

７
月
26
日
か
ら
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
問
し
て
い
た
、大
和
高
田
市
の
派

遣
学
生
６
名
と
、引
率
教
諭
が
、８
月
９
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
学
生
た
ち
は
、８
月
19
日
に
吉
田
市
長
を
訪
問
し
、全
員

が
無
事
に
帰
国
し
た
こ
と
の
報
告
と
、リ
ズ
モ
ー
市
で
の
生
活
や
、姉

妹
都
市
交
流
50
周
年
事
業
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

派
遣
学
生
た
ち
も
８
月
８
日
に
行
わ
れ
た
、リ
ズ
モ
ー
市
で
の「
大

和
高
田
デ
イ
」に
市
民
訪
問
団
と
と
も
に
参
加
し
、元
気
な
姿
が
見
ら

れ
た
こ
と
を
、市
長
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

飼
い
方
と
マ
ナ
ー
の
確
認
を

　

多
く
の
人
が
ペ
ッ
ト
に
魅
力
を
感
じ
た

と
し
て
も
、
す
べ
て
の
人
が
、
好
感
を
も

つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
今
一
度
、
ふ
ん
尿
、

鳴
き
声
、
放
し
飼
い
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
ん
は
必
ず
持
っ
て
帰
る

　

散
歩
中
、「
後
始
末
が
め
ん
ど
う
だ
か

ら
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
・
・
・
」
と
い

う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
ふ
ん
を
持
っ
て
帰

る
こ
と
は
、
飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
で

す
。

　

市
で
は
、
大
和
高
田
市
ポ
イ
捨
て
の
防

止
等
に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
『
何
人
も
、

自
己
の
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
犬
等
が

公
共
の
場
所
及
び
他
人
の
占
有
す
る
場
所

に
お
い
て
ふ
ん
を
排
せ
つ
し
た
と
き
は
、

こ
れ
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。』
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　

散
歩
中
は
、
必
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
野
生
動
物
に
え
さ
を
あ
げ
な
い

　

公
園
で
き
れ
い
な
野
鳥
や
か
わ
い
ら
し

い
ネ
コ
を
目
に
す
る
と
、
つ
い
エ
サ
を
与

え
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。
エ
サ

を
与
え
る
こ
と
は
本
当
に
野
生
動
物
の
た

め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

   野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
与
え
た
ら 

◦�

エ
サ
を
求
め
て
人
家

周
辺
に
や
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
庭
に
フ

ン
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
近
所
に
も
、

迷
惑
を
か
け
ま
す
。   

◦�

食
べ
残
し
の
エ
サ
に
、

カ
ラ
ス
が
寄
っ
て
き

ま
す
。   

※�

一
部
の
心
な
い
人
が
、
ペ
ッ
ト
や
野
生

動
物
を
、
迷
惑
動
物
に
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
飼
い
主

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
疑
い
の
目
で

見
ら
れ
る
な
ど
、
気
分
の
い
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
正
し
い
飼
い
方
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

Ric and I were very excited on the 27th July when the Student group from Yamato Takada arrived in Lismore. It is always a pleasure to show these young people around our beautiful area. This year was made all the more special with the celebration of our 50th Anniversary of our Sister Cities Relationship. The attached photos are some of the memories from that time during July and August.

　7 月 27 日、大和高田市から交換学生のグループが到着する日、主人のリックと私は待ちきれない程、楽しみでした。毎年若い彼らに、リズモーの美しい自然や
場所を紹介できるのは、私た
ちにとっても幸せなことです。
　今年は、姉妹都市交流 50周年を祝う記念の年だったので、いつにも増して特別でした。写真は、7 月・8 月の学生到着時から記念式典までの思い出の数枚です。

　

道
路
の
整
備
工
事
中
で
し
ょ
う

か
。
家
の
す
ぐ
目
の
前
ま
で
、
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）
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【
申
込
書
類
の
提
出
先
】 

　

第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）へ
提
出

※
育
児
休
業
や
妊
娠
中
で
、平
成
26
年
度
途
中
に

職
場
復
帰
す
る
人
も
、期
間
内
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
入
所（
園
）要
件
】

　

父
母
い
ず
れ
も（
父
母
と
別
居
し
て
い
る
場
合

は
児
童
の
面
倒
を
み
て
い
る
人
）が
、仕
事
や
病
気

な
ど
で
児
童
を
保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

【
選
考
方
法
】

　

す
で
に
入
所（
園
）し
て
い
る
継
続
児
を「
保
育

所
入
所
選
考
基
準
」に
て
選
考
し
、定
員
に
余
裕
が

有
る
場
合
に
は
、新
規
の
選
考
を
し
ま
す
。

※�

定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
、第
２
希
望
以
下

の
保
育
所
へ
の
入
所
相
談
と
な
り
ま
す
。

【
保
育
時
間
】

　

原
則
と
し
て
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

※�

保
育
所（
園
）に
よ
り
、長
時
間
保
育
・
延
長
保

育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
該
当
児
の
生
年
月
日
】

１
．�平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
10
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

２
．�平
成
25
年
10
月
２
日
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
、ま
た
は
生
ま
れ
る
予
定
の
人
は
、保
育

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
保
育
所
へ
の

入
所
は
、満
６
か
月
を
迎
え
た
月

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
）。

【
必
要
書
類
】（
第
１
希
望
の
保
育
所

（
園
）へ
提
出
）

①
保
育
所
入
所（
園
）申
込
書　

②
父
母
等
の
保
育
理
由
証
明
書

③
保
育
所（
園
）入
所
選
考
基
準

④�

延
長
保
育
及
び
長
時
間
保
育
利
用
申
請
書

（
該
当
者
の
み
）

⑤�
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
書（
該
当
者
の
み
）

⑥
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
（
該
当
者
の
み
）

⑦�

診
断
書（
子
ど
も
が
、子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー
、リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
通
っ
て
い
る
人
）

⑧�

児
童
扶
養
手
当
証
書
の
コ
ピ
ー
（
該
当
者
の
み
）

⑨ 

健
康
調
査
票

【
入
所（
園
）の
内
定
】

　

平
成
26
年
２
月
に
通
知
予
定
。

※�

提
出
書
類
や
記
載
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ
た
場
合

は
、内
定
の
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
。

【
保
育
料
の
仮
決
定
に
つ
い
て
】

　

平
成
26
年
３
月
末
に
通
知
予
定
。

【
保
育
料
の
本
決
定
通
知
】

　

平
成
26
年
７
月
頃
に
通
知
予
定
。（
保
育
料
に

変
更
が
有
る
人
の
み
）。

【
そ
の
他
】

※
高
田
こ
ど
も
園
の
募
集
人
数（
予
定
）

　

0
歳（
6
名
）1
歳（
4
名
）2
歳（
9
名
）

　

3
歳（
2
名
）4
歳（
１
名
）5
歳（
無
）

※
土
庫
こ
ど
も
園
の
募
集
人
数（
予
定
）　

　

0
歳（
6
名
）1
歳（
4
名
）2
歳（
3
名
）

　

3
歳（
6
名
）4
歳（
8
名
）5
歳（
4
名
）

※�

高
田
西
保
育
所
は
、平
成
26
年
度
前
半
に
耐
震

平
成
26
年
度
　

市
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用
児
）

募
集
要
項

入
園
願
書
は
、10
月
１
日（
火
）か
ら
配
布
し

ま
す
。

◎
申
込
期
間　
10
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）

◎
受
付
時
間
、募
集
年
齢・定
員

平
成
26
年
度
　

保
育
所（
園
）・

こ
ど
も
園（
長
時
間
利
用
児
）

募
集
要
項

　

申
込
書
類
は
10
月
１
日（
火
）か
ら
市
役
所
保
育

課
ま
た
は
市
立
保
育
所・こ
ど
も
園・
私
立
保
育
園

で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

10
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）の
５
日
間

※
期
間
内
の
申
込
を
、優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。

保育所（園）名 受付時間
高田こども園
（長時間利用児）午前7時30分～午後7時まで土庫こども園
（長時間利用児）
片塩保育所・
浮孔保育所 午前7時30分～午後7時まで

天満保育所・みどり
保育所・磐園保育所
・高田西保育所

午前7時30分～午後6時まで

つぼみ保育園 午前8時30分～
午後４時30分まで

三倉堂保育園 午前8時30分～午後6時まで
よのもと保育園 午前9時30分～午後3時まで
かなえ保育園 午前9時～午後7時まで

補
強
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。工
事
期
間
は
約

４
か
月
を
見
込
み
、工
事
期
間
中
は（
旧
）北
保

育
所〈
日
之
出
東
本
町
16
番
15
号
〉で
の
保
育

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

園
児
の
転
出
等
に
よ
り
、募
集
人
員
が
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

保
育
料
を
滞
納
す
る
と
、督
促
手
数
料
・
延
滞

金
を
徴
収
し
ま
す
。

〔
保
育
課　

内
線
５
６
６・５
７
４
〕

園名 受付時間 募集年齢・定員

片塩・浮孔・
磐園・陵西・
菅原幼稚園

午前９時～
午後５時まで

4・5歳児
※3歳児は募集
　していません

浮孔西幼稚園 午前９時～
午後５時まで

3歳児25名
4歳児19名
5歳児9名

高田こども園 午前７時３０分～
午後7時まで

3歳児40名
4歳児3名
5歳児2名

土庫こども園 午前７時３０分～
午後7時まで

3歳児30名
4歳児12名
5歳児18名

◎
入
園
該
当
児
の
生
年
月
日

◦�

5
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
20
年
4
月
2
日
生
～
平
成
21
年
4
月
1
日
生

◦�

4
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
21
年
4
月
2
日
生
～
平
成
22
年
4
月
1
日
生

◦�

3
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
22
年
4
月
2
日
生
～
平
成
23
年
4
月
1
日
生

◎
保
育
時
間

　

月
～
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
2
時

※�

預
か
り
保
育
：
教
育
時
間
終
了
後
～
午
後
4

時（
月
5
回
ま
で
）

◎
入
園
願
書（
募
集
要
項
）の
配
布
場
所・提
出
先

　

各
幼
稚
園
・こ
ど
も
園

※
印
鑑
が
あ
れ
ば
、そ
の
場
で
提
出
可

◎
費
用

　

入
園
料
：
４
、６
０
０
円（
入
園
時
の
み
）

　

保
育
料
：
年
額
７
５
、６
０
０
円

　
　
　
　
　
（
月
額
６
、３
０
０
円
）

　

給
食
費
：
月
額
３
、７
０
０
円

　

預
か
り
保
育
：
１
回
２
０
０
円

※
そ
の
他
に
保
育
材
料
等
の
諸
費
が
必
要
。

※�

費
用
に
つ
い
て
は
現
行
の
料
金
で
、変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

こ
ど
も
園
及
び
浮
孔
西
幼
稚
園
の
入
園

優
先
順
位（
基
準
日
：
10
月
１
日
）

　

上
記
の
申
込
者
数
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場

合
は
、募
集
期
間
内
の
申
込
者
の
中
か
ら
、次
の
優

先
順
位
で
入
園
を
決
定
し
ま
す
。こ
の
方
法
に
よ
っ

て
も
募
集
人
員
を
超
え
て
い
る
場
合
、同
基
準
で

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◦
第
１
優
先
順
位

　

�

入
園
を
希
望
す
る
園
に
、す
で
に
兄
弟
・
姉
妹
が

在
園（
現
５
歳
児
は
除
く
）し
て
い
る
人

◦
第
２
優
先
順
位

　

�

入
園
を
希
望
す
る
園
の
小
学
校
区
に
在
住
す

る
人
、ま
た
は
通
園
距
離
が
0.5
㎞
未
満
の
人

◦
第
３
優
先
順
位　

通
園
距
離
が
1.0
㎞
未
満
の
人

◦
第
４
優
先
順
位　

通
園
距
離
が
1.5
㎞
未
満
の
人

◦
第
５
優
先
順
位　

通
園
距
離
が
2.0
㎞
未
満
の
人

※�

平
成
27
年
度
、高
田
こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用

児
）・土
庫
こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用
児
）の
４
歳

児・５
歳
児
は
、募
集
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

入
園
願
書
は
、市
立
幼
稚
園
・こ
ど
も
園（
短
時

間
利
用
児
）で
２
か
所
以
上
提
出
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

応
募
し
た
幼
稚
園
・こ
ど
も
園
に
お
い
て
、申
込

者
多
数
に
よ
り
入
園
で
き
な
か
っ
た
人
は
、他
の

幼
稚
園
・こ
ど
も
園
の
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば

希
望
に
よ
り
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
、空
き
人
数
よ
り
も
人
数
が
超
え
た
場
合

は
、優
先
順
位
に
関
係
な
く
抽
選
を
行
い
ま
す
。

【
学
校
教
育
課　

内
線
１
５
４
】
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土
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

下
記
物
件
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。

＊
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
し
ま
す
。

１
．
申
込
者
の
資
格
・
条
件

　

�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

２
．
参
加
申
込
期
間

▽
受
付
開
始
日

　

10
月
21
日
（
月
）
午
前
9
時

▽
受
付
締
切
日

　

11
月
8
日
（
金
）
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

３
．
入
開
札
の
日
時
・
場
所

▽
と
き

　

11
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
～

▽
と
こ
ろ

　

市
役
所　

別
棟
2
階　

会
議
室

　
〔
財
産
管
理
課　

内
線
２
１
６
〕

物件番号 所在地 地目 地積（㎡） 都市計画区域区分 最低売却価格（円）

1 曙町 685番 3 雑種地 243.72 市街化区域 7,098,000

2 曙町 685番 5 宅地 272.37 市街化区域 6,488,000

3 曙町 800番 13 宅地 158.66 市街化区域 4,470,000

4 曙町 809番 14 宅地 296.39 市街化区域 8,441,000

『特別警報』で、重大な災害への警戒を呼びかけます。
 

　気象庁は、重大な災害
による危険性が高まってい
ることをお知らせし、特別
な警戒を呼びかけるため
に、「特別警報」を発表し
ます。
　『特別警報』は、テレビ
やラジオ、防災行政無線
などのさまざまな方法で伝
えられます。
　『特別警報』が発表さ
れたら、ただちに命を守る
ために判断・行動してくだ
さい。 

特別警報について詳しくは、気象庁ホームページで確認してください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

〔自治振興課　内線 227〕
〔気象庁　奈良地方気象台防災業務課　☎ 0742-22-2556〕
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差
押
財
産
を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

大
和
高
田
市
で
は
、
市
税
徴
収
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
滞
納
処
分

（
差
押
）
し
た
不
動
産
の
公
売
を
県
と
の

合
同
で
行
い
ま
す
。

※
今
後
、
更
に
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
。

未
納
の
あ
る
人
は
納
税
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
公
売
期
日　

11
月
5
日（
火
）

▽
公
売
保
証
金
納
付
期
限

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

▽
入
札
時
間　

午
前
10
時
40
分
～
11
時

▽
開
札
時
間　

午
前
11
時

▽
と
こ
ろ

　

奈
良
県
高
田
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室

（
大
中
98-

４
）

〇
公
簿
記
載
上
必
要
な
登
録
免
許
税
が
必

要
で
す
。

〇
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
市
税
を
滞

納
し
て
い
る
人
等
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

〇
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
及
び
印
鑑
証
明
書
が
必
要
で

す
。

〇
共
同
で
入
札
す
る
場
合
は
、
共
同
入
札

代
表
者
を
定
め
、
共
同
入
札
代
表
者
の

届
出
書
・
共
同
入
札
全
員
の
印
鑑
証
明

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
は

市・県
民
税（
3
期
）

の
納
期
月

納
期
限
は
10
月
31
日（
木
）で
す

◎
10
月
の
出
張
窓
口

▽
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

市
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

市
税
は
、
皆
さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
「
自
主
納
付
」
が

基
本
で
す
。

　

納
付
場
所
は
、
従
来
の
金
融
機
関
に
加

え
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

や
、
納
税
相
談
等
は
、
早
め
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

▽�

申
込
方
法　

申
込
書
、通
帳
、届
出
印
を

持
っ
て
、金
融
機
関
の
窓
口
へ
。

▽�

振
替
日　

各
納
期
限
月
の
月
末（
末
日

が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

〔
収
納
対
策
室　

内
線
２
５
３
〕

土　地　の　表　示

所　　　　在 地　番 地目 地　積

物
件
１

大和高田市春日町一丁目 413 番 9 宅地 152.00㎡

大和高田市春日町一丁目 413 番 11 宅地 145.52㎡

物
件
２

大和高田市大字市場 510 番 6 宅地 206.21㎡

※各物件の公売保証金、最低入札価格については、収納対策室へ。

☆
公
売
と
は
・
・
・

公
売
の
目
的
は
、
差
押
財
産
（
家
屋
・

土
地
等
）
を
法
の
規
定
に
基
づ
き
強
制
的

に
売
却
し
、
代
金
を
徴
収
金
に
充
て
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

滞
納
者
の
意
思
に
関
係
な
く
財
産
を
売

却
す
る
重
大
な
処
分
で
あ
り
、
徴
収
の
最

終
手
段
に
な
り
ま
す
。

収
納
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

滞
納
処
分
（
差
押
）
に
よ
る

財
産
公
売
の
案
内

☆
公
売
財
産

◎
境
界
に
つ
い
て
は
、
隣
接
地
所
有
者
と

協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
◎
地
籍
、
床
面

積
は
あ
く
ま
で
も
公
簿
上
の
数
値
で

す
。
◎
市
は
公
売
財
産
の
引
き
渡
し
義

務
を
負
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
瑕
疵
担
保

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
◎
下
見
会
は
実

施
し
ま
せ
ん
。
◎
法
的
規
制
等
は
、
入

札
者
が
ご
自
身
で
関
係
官
庁
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。　

詳
し
く
は
、
収
納
対

策
室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

※
「
不
動
産
公
売
の
手
引
き
」
が
収
納
対

策
室
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い

〔
収
納
対
策
室　

内
線
２
３
５
〕

　昼間、納付が困難な人や納付・納税相談が必要な人は、ご
利用ください。時間は午後5時15分〜 8時です。

　　　固定資産税・都市計画税
　　　市県民税、軽自動車税窓口

　 　 △

とき　10月24日㈭

　 　 △

ところ　市役所2階　収納対策室
　☎ 22-1108（夜間窓口専用）

★☆ 夜　間　窓　口 ☆★★☆ 夜　間　窓　口 ☆★
ご利用ください

日 出張窓口場所

23日㈬ 東部子ども会館

24日㈭ 西部文化センター

25日㈮ 北ふれあいセンター
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蓮
花
ち
ゃ
ん 

ｉｎ
　

片
塩
商
店
街

「
あ
れ
っ
、葛
城
市
の
蓮
花
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な

い
？
」

「
ど
う
し
て
、こ
こ
に
？
」

「
見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
ぁ
・
・
・
」

「
ブ
ロ
グ
旅
の
、途
中
な
の
で
す
」

「
大
和
高
田

の
い
い
と
こ

ろ
、
た
く
さ

ん
見
て
い
っ

て
ね
」

「
い
い
旅
に

な
り
ま
す
よ

う
に
」

大
和
高
田
市

    

総
合
防
災
訓
練

　

未み

曾ぞ

有う

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
2
年
半
が
た
ち
ま
し

た
。
日
本
列
島
全
体
が
地
震
活
動
期
に
入
っ

た
と
い
わ
れ
、
全
国
に
か
け
て
、
大
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
、
奈
良

県
内
も
被
害
区
域
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
で
は
、
大
和
高
田

市
に
お
い
て
も
震
度
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
、
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
って

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
際
に
地
震

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

危
機
感
を
持
ち
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
い
ざ

と
い
う
時
の
対
処
方
法
を
体
験
で
き
る
、
市

民
参
加
の
防
災
訓
練
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き

　

10
月
27
日（
日
）午
前
9
時
～
12
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
公
園
西
側
グ
ラ
ン
ド

▽
内
容　

�

災
害
発
生
初
動
訓
練
、
自
衛
隊

炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
応
急
搬
送
訓
練
、
煙
中

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ク
ア
ボ
ー
ル
す

く
い
な
ど

〔
自
治
振
興
課　

内
線
２
２
７
〕※写真は昨年の様子

浮
孔
西
小
学
校
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
競
演

　

８
月
27
日（
火
）、浮
孔
西
小
学
校
陸
上

部「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」が
、県
立
橿
原
公

苑
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、「
バ
ト
ン

を
つ
な
げ 

陸
上
リ
レ
ー
夏
ま
つ
り 

in 

橿

原
」に
出
場
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
に
は
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝

原
宣
治
さ
ん
と
、チ
ー
ム
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ａ
も
参
加
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」は
、女
子
Ａ
チ
ー
ム

が
１
位
、Ｂ
チ
ー
ム
が
２
位
、Ｃ
チ
ー
ム
が

３
位
と
好
成
績
を
収
め
、朝
原
さ
ん
か
ら

表
彰
を
受
け
、と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。最
後
の
レ
ー
ス
で
は
、各
部
門
の
優
勝

チ
ー
ム
と
、チ
ー
ム
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
と

で
ド
リ
ー
ム
リ
レ
ー
が
あ
り
、ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
と
の
真
剣
勝
負
が
で
き
、夏
休

み
の
最
後
に
、子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
に

残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

朝原さんと記念の１枚

県
交
通
安
全
高
齢
者

自
転
車
大
会
　
団
体
優
勝

　

９
月
６
日（
金
）に
橿
原
市
中
央
体
育
館
で
行
わ

れ
た
、第
３
回
奈
良
県
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大

会（
奈
良
県
警
察
主
催
）に
出
場
し
た
、斎
藤
信
三
さ

ん
、川
崎
勇
男
さ
ん
、薮
見
照
夫
さ
ん
が
、市
長
表
敬

訪
問
し
、団
体
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

実
は
、9
月
10
日（
火
）、葛
城
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
」

が
、自
身
の
ブ
ロ
グ
旅
企
画
の
出
発
場
所

と
し
て
、大
和
高
田
市
役
所
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

当
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
み
く
ち
ゃ
ん
」に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、出

発
し
ま
し
た
。
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代
表
的
な
肩
の
病
気
に
は
腱け

ん

板ば
ん

断
裂
、肩
関
節
脱
臼
、肩け

ん

鎖さ

関

節
脱
臼
、投
球
障
害
肩
、肩
関
節

拘こ
う

縮し
ゅ
く、石せ
っ
か
い
せ
い
け
ん
え
ん

灰
性
腱
炎
、上

じ
ょ
う
わ
ん
こ
つ
き
ん

腕
骨
近

位い

端た
ん
こ
っ
せ
つ

骨
折
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、ま
ず
中
高
年
者
に

多
い
疾
患
で
あ
る
腱
板
断
裂
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　
一般
に
四
十
肩
、五
十
肩
と
言
わ

れ
て
い
て
、肩
の
痛
み
が
な
か
な

か
改
善
し
な
い
人
の
中
に
腱
板
断

裂
を
伴
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
加
齢
な
ど
に
よ
る
変

化
で
肩
の
中
に
あ
る
腱
が
擦
り
切

れ
て
、断
裂
し
て
い
る
状
態
で
す
。

肩
が
痛
く
て
上
が
ら
な
い
、夜
間

痛
が
ひ
ど
く
て
眠
れ
な
い
、服
を

着
る
、脱
ぐ
と
い
っ
た
行
為
が
し

に
く
い
な
ど
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。基
本
的
な
治
療

は
鎮
痛
剤
投
与
、ブ
ロ
ッ
ク
注
射
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
保
存
加
療
で
す

が
、効
果
が
な
い
場
合
は
手
術
で

切
れ
た
腱
を
縫
合
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
若
年
者
に
多
い
反
復
性

肩
関
節
脱
臼
、投
球
障
害
肩
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
外
傷（
タ
ッ
ク
ル
や

ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
）な
ど
で
い
っ

た
ん
肩
関
節
が
脱
臼
す
る
と
、若

年
者
の
場
合
、半
数
以
上
が
反

復
性
肩
関
節
脱
臼
に
移
行
し
ま

す（
肩
が
抜
け
や
す
い
状
態
に
な

り
ま
す
）。リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
保

存
加
療
は
効
果
が
な
く
、根
治
さ

せ
る
に
は
手
術
が
必
要
で
す
。投

球
障
害
肩
は
野
球
や
テ
ニ
ス
な
ど

で
肩
を
酷
使
す
る
こ
と
で
生
じ
ま

す
が
、体
の
固
さ
や
投
球
フ
ォ
ー

ム
な
ど
が
原
因
で
あ
る
場
合
が
あ

り
、多
く
の
場
合
は
こ
れ
ら
を
改

善
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
で
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。効
果
が
な
く
明

ら
か
な
肩
関
節
の
解
剖
学
的
異

常
が
あ
る
場
合
は
手
術
に
て
修
復

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、肩
関
節
疾
患
に
対
す
る

手
術
は
直
視
下
手
術
が
一
般
的
で

し
た
が
、皮
膚
、筋
肉
な
ど
正
常

な
組
織
に
大
き
な
侵
襲
を
加
え

る
こ
と
が
欠
点
で
し
た
。こ
れ
に

対
し
て
、鏡
視
下
手
術
は
正
常
な

組
織
を
ほ
と
ん
ど
傷
つ
け
ず
に
5

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
皮
膚
切

開
を
数
か
所
加
え
、内
視
鏡
と
手

術
機
械
を
挿
入
し
て
モ
ニ
タ
ー
で

拡
大
し
て
、み
な
が
ら
手
術
を
行

い
ま
す
。よ
っ
て
、微
細
な
病
変
も

し
っ
か
り
診
断
で
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
傷
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な

く
な
り
ま
す
し
、復
帰
も
早
く
な

り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
低

て
い
し
ん
し
ょ
う

侵
襲
手
術
を
当

院
の
整
形
外
科
で
は
平
成
24
年

７
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す（
平

成
25
年
８
月
の
時
点
で
60
例
施

行
し
て
い
ま
す
）。手
術
成
績
は

分
か
り
や
す
く
テ
ス
ト
の
点
数
で

い
う
と
、１
０
０
点
満
点
中
90
点

以
上
は
獲
得
で
き
て
お
り
、多
く

の
患
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

肩
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
、

当
院
整
形
外
科
外
来
ま
で
、気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
整
形
外
科　

肩
関
節
疾
患
担
当

（
外
来
診
察
日
は
月
曜
日
と
水
曜

日
担
当
）二
階
堂
亮
平
】

～�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
は

　
　
　
　

        

大
丈
夫
で
す
か
？
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
は
異
な
る
感
染
症
で
す
。
と
く

に
高
齢
期
に
か
か
る
と
、
肺
炎
を
招
い
た
り
、
心
臓
病
や
糖
尿

病
、
ぜ
ん
息
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
の
持
病
を
悪
化
さ

せ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
死
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
そ
れ

に
関
連
し
た
病
気
で
亡
く
な
っ
た
人
）
は
年
間
1
万
人
前
後
と

さ
れ
、
そ
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。
命
に
関
わ
ら
な
く
て
も
、

体
の
衰
え
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
の
で
、
予
防
や
適
切
な
対
処

が
大
切
で
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
、
受
け
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
）
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
成
人
は
年
に
1
回
。
毎
年
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

効
果
が
出
る
ま
で
に
2
週
間
か
か
る
の
で
、
流
行
期
（
12
月

～
3
月
）
の
前
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
ご
近
所
の
医
療
機
関
で
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
も
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
と
な
る
病
原
体
の
第
1
位
で
す
。
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対
し
て
、鏡
視
下
手
術
は
正
常
な

組
織
を
ほ
と
ん
ど
傷
つ
け
ず
に
5

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
皮
膚
切

開
を
数
か
所
加
え
、内
視
鏡
と
手

術
機
械
を
挿
入
し
て
モ
ニ
タ
ー
で

拡
大
し
て
、み
な
が
ら
手
術
を
行

い
ま
す
。よ
っ
て
、微
細
な
病
変
も

し
っ
か
り
診
断
で
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
傷
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な

く
な
り
ま
す
し
、復
帰
も
早
く
な

り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
低

て
い
し
ん
し
ょ
う

侵
襲
手
術
を
当

院
の
整
形
外
科
で
は
平
成
24
年

７
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す（
平

成
25
年
８
月
の
時
点
で
60
例
施

行
し
て
い
ま
す
）。手
術
成
績
は

分
か
り
や
す
く
テ
ス
ト
の
点
数
で

い
う
と
、１
０
０
点
満
点
中
90
点

以
上
は
獲
得
で
き
て
お
り
、多
く

の
患
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

肩
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
、

当
院
整
形
外
科
外
来
ま
で
、気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
整
形
外
科　

肩
関
節
疾
患
担
当

（
外
来
診
察
日
は
月
曜
日
と
水
曜

日
担
当
）二
階
堂
亮
平
】

あ
っ
た
か
な
気
持
ち

127

　

秋
が
来
る
た
び
に
、
胸
が

キ
ュ
ン
と
な
っ
た
２
つ
の
出
来
事

を
思
い
出
し
ま
す
。
数
年
も
前
の

こ
と
で
す
。

　　

子
ど
も
と
歩
い
て
い
る
と
、
ふ

と
見
上
げ
た
空
に
、
と
て
も
き
れ

い
な
半
月
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
見
上
げ
た
子
ど
も
が

「
お
つ
き
さ
ま
、
は
ん
ぶ
ん
だ

け
」

そ
こ
で
、

「
は
ん
ぶ
ん
の
お
つ
き
さ
ま
、
ど

こ
へ
い
っ
て
ん
や
ろ
」

と
た
ず
ね
た
私
に
、

「
は
ん
ぶ
ん
だ
け
、
お
つ
き
さ
ま

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ

行
っ
て
る
か
ら
」

と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
見
え
な

い
半
月
か
ら
、
離
れ
て
く
ら
す
大

好
き
な
祖
父
の
こ
と
を
思
う
子
ど

も
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

運
動
会
の
前
日
の
子
ど
も
と
の

会
話
で
、

「
あ
し
た
の
組
体
操
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
、
見
て
や
」

「
ど
こ
ら
へ
ん
に
い
る
の
？
」

「
一
番
下
の
真
ん
中
」

「
見
え
や
へ
ん
や
ん
」

そ
う
返
し
た
私
に

「
ぼ
く
は
見
え
な
く
て
も
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
見
え
る
や
ろ
」

見
え
な
い
一
人
で
あ
っ
て
も
、

み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
が
来
て
、
き
れ
い
な
半
月
を

見
上
げ
る
た
び
に
、
そ
し
て
、
運

動
会
の
音
楽
が
さ
わ
や
か
な
秋
の

風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
た
び

に
、
子
ど
も
の
あ
た
た
か
な
気
持

ち
と
し
な
や
か
な
感
性
に
教
え
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
金
子
み
す
ず
さ
ん
の

詩
『
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
』
の
中
の
一

節
、

 

見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ
よ
。

 

見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
。

を
思
い
出
し
ま
す
。
今
の
自
分
に

見
え
な
く
て
、
だ
け
ど
、
必
ず
ど

こ
か
に
あ
る
大
切
な
も
の
。
そ
う

し
た
も
の
を
し
な
や
か
に
あ
っ
た

か
な
気
持
ち
で
見
つ
め
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

◦�

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
危
険

を
軽
減
で
き
ま
す
。

◦
予
防
接
種
の
回
数
は
、
5
年
に
１
回
で
す
。

◦�

近
所
の
医
療
機
関
で
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
治
医

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
前
か
ら
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

◦
帰
宅
後
の
“
手
洗
い
”・“
う
が
い
”
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

マ
ス
ク
を
き
ち
ん
と
着
用
す
れ
ば
、
感
染
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

◦�

流
行
期
に
は
、
せ
き
を
し
て
い
る
人
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
人
混
み
を
避
け
た
り
、
不
要
な
外
出
を
さ
け

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

る
と
足
腰
が
弱
く
な
る
の
で
、
室
内
で
も
積
極
的
に
体
を
動

か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
、
十
分
な
休
養
を
と
り
、
基
礎

体
力
を
つ
け
て
、
体
調
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
受
診
を

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
効
果
の
あ
る
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
は
、
発
症
か
ら
48
時
間
（
2
日
）
以
内
で
な
い
と
、
効
き

目
が
下
が
り
ま
す
。

　

高
齢
期
は
高
熱
が
出
な
い
な
ど
、
症
状
の
出
方
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
流
行
期
に
、
せ
き
、
発
熱
、
関
節
痛
、
だ
る

さ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8・5
8
8
〕
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先
日
、
10
年
位
前
に
デ
パ
ー
ト

の
通
販
で
購
入
し
た
冠
婚
葬
祭

用
の
黒
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
タ
ン
ス

か
ら
取
り
出
し
た
ら
、
内
部
が
じ

く
じ
く
し
て
い
た
。
販
売
先
に
問

い
合
わ
せ
た
ら
、
風
通
し
が
悪
い

と
3
、
4
年
で
内
部
が
べ
た
べ
た

す
る
と
の
こ
と
。
修
理
代
に
2
、

3
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
た
が
、

元
も
と
材
質
に
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
納
得
が
い
か
な
い
。

60
歳
代　

女
性

　　

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
表
側
は
黒
色
の

皮
製
で
「
レ
ザ
ー
マ
ー
ク
」
も
あ
り
、

外
張
り
は
天
然
皮
革
で
外
観
上
の

商
品
価
値
は
新
品
に
近
い
状
態
で

し
た
。
内
張
り
の
素
材
は
、
ポ
リ

ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を
使
用
し
た
合
成

皮
革
と
考
え
ら
れ
、
指
先
で
つ
ま

む
と
、
ち
密
な
感
触
が
な
く
、
濡

れ
た
よ
う
な
べ
た
べ
た
と
し
た
感
触

で
し
た
。
保
管
場
所
は
タ
ン
ス
の
中

で
、
何
年
も
の
間
箱
に
入
れ
た
状

態
で
、
出
し
入
れ
を
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
商
品
テ
ス
ト
機
関

に
現
物
を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

内
張
り
の
状
態
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
の
加
水
分
解
に
よ
る
劣
化
と
類

似
し
、
箱
の
中
で
の
長
期
間
保
管

に
よ
る
湿
気
の
影
響
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
は
、
空
気

中
の
水
分
と
反
応
し
て
加
水
分
解

が
起
こ
り
劣
化
し
ま
す
。
劣
化
は
、

素
材
が
生
産
さ
れ
た
日
か
ら
始
ま

り
、
一
般
的
に
3
、
4
年
が
寿
命

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
通
気

性
の
悪
い
箱
や
袋
に
入
れ
て
保
管

し
て
い
る
と
、
湿
気
が
こ
も
り
気

温
の
上
昇
と
と
も
に
熱
も
こ
も
り
、

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
の
劣
化
を
早
め
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
長
期
間
保
管

す
る
場
合
は
、
湿
気
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
時
々
、

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
陰
干
し

す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

⑴�

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
の
劣
化
防
止
に
は

皮
脂
汚
れ
の
付
着
、
高
湿
度
の

環
境
、
紫
外
線
を
避
け
て
く
だ

さ
い
（
た
だ
し
、
劣
化
自
体
を

相
談
事
例

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

ハンドバッグ
の保存

戦
後
の
馬
冷
池

　

さ
て
長
い
戦
争
も
終
わ
り
、
馬

冷
池
公
園
や
公
設
市
場
を
含
む
周

辺
に
も
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
の
終
戦
時

に
は
、
公
設
市
場
は
疎
開
者
の
た

め
の
住
居
と
し
て
便
利
供
与
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
何
時
し
か
そ
れ
ら
は

疎
開
者
の
永
住
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
昭
和
13
年
３
月
に
施
行
さ
れ

た
配
給
制
度
も
昭
和
24
年
に
解
除

さ
れ
、
し
ば
ら
く
物
資
が
出
回
る

よ
う
に
な
る
と
、
何
時
し
か
商
店

街
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
の
高

度
経
済
成
長
期
に
は
中
和
随
一の
食

料
品
店
街
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

公
園
南
側
の
え
ん
堤
に
は
、
昭

和
21
年
に
入
る
と
大
阪
の
鶴
橋
に

闇
市
場
が
出
来
た
よ
う
に
此
処
に

も
闇
市
場
が
出
現
、
一
時
は
土
地
の

占
有
を
巡
り
騒
然
と
し
た
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
露
天
商
の
頭
（
あ

え
て
氏
名
は
伏
す
）
の
仕
切
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
元
来
町
有
地
で
あ

る
此
の
公
園
の一
角
（
現
在
の
本
郷

町
６
番
26
か
ら
30
ま
で
）
に
木
造

平
屋
建
て
ト
タ
ン
張
り
の
店
舗
が

出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
、
現
在
の
本
郷
町
６
番

26
号
か
ら
30
番
ま
で
の
公
園
敷
地

内
に
も
前
述
と
同
様
の
闇
市
場
が

で
き
、
そ
の
結
果
従
来
の
公
設
市

場
と
繋
が
り
一
大
食
料
市
場
と
な
り

ま
し
た
。
功
罪
は
別
と
し
て
、
こ

う
し
た
高
田
の
逞
た
く
ま
し
い
商
人
根
性

が
戦
後
の
繁
栄
を
齎
も
た
らし
、
県
下
随
一

の
商
都
高
田
を
生
む
遠
因
と
も
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

戦
後
10
年
商
店
街
も
活
気
を
お

び
、
民
生
も
安
定
、
市
に
お
い
て

も
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
傍
ら
市
民
の

体
育
向
上
と
、
文
化
・
教
養
の
為

の
施
設
の
充
実
に
迫
ら
れ
、
市
民

体
育
館
建
設
の
た
め
馬
冷
池
の
埋

立
て
と
建
設
に
着
手
、
池
の
南
半

分
を
埋
立
て
昭
和
36
年
10
月
体
育

館
の
竣
工
を
見
る
に
至
り
ま
し
た

が
、
往
時
の
馬
冷
池
に
親
し
ん
で

き
た
者
に
は
少
し
淋
し
い
思
い
で
し

た
。
会
館
は
体
育
以
外
に
も
利
用

の
出
来
る
多
目
的
会
館
で
、
選
挙

の
立
会
演
説
会
場
や
、
演
劇
（
有

料
の
興
行
は
禁
止
）
等
に
も
使
用

す
る
こ
と
が
あ
り
、「
パ
イ
プ
椅
子
」

の
搬
入
搬
出
に
は
随
分
と
労
力
を

要
し
ま
し
た
。
今
と
な
れ
ば
私
に

も
随
分
と
想
い
出
の
深
い
会
館
で
し

た
。大
和
高
田
商
店
街
連
合
会（
上

嶋
会
長
）
が
「
鶴
岡
雅
義
と
東
京

ロ
マ
ン
チ
カ
」
を
招
へ
い
し
た
時
は

彼
ら
の
全
盛
期
で
、
三
条
正
人
が

洗
面
所
の
無
い
の
に
は
随
分
不
満
を

漏
ら
し
、
楽
屋
も
無
い
の
か
と
。

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑺ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。
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新聞の訪問販売に関する相談が減らないみたいだね。

本当に、よく問題になりますよね。

中途解約を認めなかったり、強引な勧誘も、未だに多いみ
たいだよ。

特に高齢者をねらった話を、よく聞きます。

トラブル防止のため、長期契約や景品につられての契約を
しないことだね。

家族の見守りも必要です。

そうだね。新聞に限った話じゃないけど、高齢者を狙った手
口は、たくさんあるからね。

博士もトラブルに巻き込まれないように、気をつ
けてくださいね！

　減らない新聞契約のトラブル
教えて！
最新情報 な

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
）。

⑵�

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
を
使
用
し
た
商

品
に
は
、
高
額
な
も
の
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
劣
化
し
や
す
い
素

材
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う

え
で
購
入
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。　
　
　
　

⑶�

ハ
ン
ド
バッ
グ
は
、
家
庭
用
品
品

質
表
示
法
の
対
象
品
目
で
は
な

い
た
め
、
使
用
素
材
、
手
入
れ

方
法
や
保
存
方
法
な
ど
の
表
示

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
レ
ザ
ー

マ
ー
ク
」
は
業
界
団
体
の
自
主

規
定
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
材
質
に
は
問

題
な
く
て
も
、
保
存
方
法
に
よ
っ

て
劣
化
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
も

と
も
と
品
質
の
悪
い
も
の
、
い
わ

ゆ
る
粗
悪
品
も
あ
り
ま
す
。
購
入

し
た
商
品
に
つ
い
て
、
疑
問
に
思
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所   ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

　
駅
に
勤
務
す
る
主
人
公
が
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
七
転
八
倒
し
な
が
ら
も
同
僚
の
駅
員
た

ち
と
解
決

し
て
い
く

様
子
が
臨

場
感
あ
ふ

れ
る
描
写

で
書
か
れ

て
い
ま
す
。

朱
野
帰
子
著
／
講
談
社

　
『
駅
物
語
』

10 月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
エ
ア
ポ
ー
ト
き
ゅ
う
こ
う
は
っ
し
ゃ
！
』

み
ね
お
み
つ
作
／
P
H
P
研
究
所

『
お
か
し
』な

か
が
わ
り
え
こ
作
・
や
ま
わ
き
ゆ
り
こ
絵
／
福
音
館
書
店

『
と
び
ば
こ
の
ひ
る
や
す
み
』

村
上
し
い
こ
作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
下
肢
静
脈
瘤
︱
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
最
新
治
療
︱
』

保
坂
純
郎
著
・
主
婦
の
友
社
編
／
主
婦
の
友
社

『
は
じ
め
て
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
＆
カ
ニ
ー
ン
ヘ
ン
・

　

ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
』	

加
藤
元
監
修
／
主
婦
の
友
社

『
図
書
館
の
魔
女
（
上
・
下
）』

高
田
大
介
著
／
講
談
社

◎おはなし会
かい

▽とき　10月12日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
 
  ● 絵

え

本
ほん

	  『おかあちゃんがつくったる』
  ● おはなし	  『みるなのくら』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　10月26日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 絵
え

本
ほん

	  『いつもいっしょに』
  ● ペープサート
	 『あのやまこえてどこいくの』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

10 月の新着図書

◎
し
ゅ
っ
ぱ
～
つ 

し
ん
こ
う
！

　

10
月
14
日
は
「
鉄
道
の
日
」
だ

そ
う
で
す
。
車
で
の
移
動
が
多
い

中
、
た
ま
に
電
車
に
乗
る
と
な
る

と
切
符
を
買
う
こ
と
か
ら
何
だ
か

ド
キ
ド
キ
し
て
し
ま
い
ま
せ
ん

か
？
今
回
は
、「
鉄
道
」
や
「
駅
」

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
ご
当
地
「
駅
そ
ば
」
劇
場
』

（
鈴
木
弘
毅
著
／
交
通
新
聞
社
）

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま

で
、
実
際
に
食
べ
歩
い
た
著
者
が

特
に
お
す
す
め
す
る
48
杯
の
「
駅

そ
ば
」
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て

あ
る
本
で
す
。

『
鉄
道
の
基
礎
知
識
』

（
所
澤
秀
樹
著
／
創
元
社
）

　

書
名
の
と
お
り
、
き
っ
ぷ
や
車

両
、
信
号
の
読
み
方
な
ど
鉄
道
の

基
礎
と
な
る
情
報
が
満
載
の
本
で

す
。
知
識
が
ぐ
～
ん
と
ア
ッ
プ
し

ま
す
よ
。

『
た
び
に
で
た
ろ
め
ん
で
ん
し
ゃ
』

（
ジ
ェ
ー
ム
ス
･
ク
リ
ュス
作
・

リ
ー
ズ
ル
・
シ
ュ
テ
ィッ
ヒ
絵
・

は
た
さ
わ
ゆ
う
こ
訳
／

フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

　

あ
る
日
、「
緑
の
中
を
走
っ
て

み
た
い
！
」
と
古
い
線
路
に
入
り

旅
に
出
た
路
面
電
車
。す
る
と
…
。

路
面
電
車
の
素
敵
な
思
い
出
話
の

絵
本
で
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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こ
こ　

何
処
？
の
こ
た
え

　

写
真
は
、
昭
和
37
年
ご
ろ
で
す
。

　

三
和
町
交
差
点
付
近
か
ら
北
を

向
い
て
い
ま
す
。

　

今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奥
に
見

え
る
水
道
局
の
給
水
塔
が
目
印
で

す
。

　秋といえば、食欲の秋。
最近のマイブームは、鍋料理です。トマト鍋
など変わった鍋料理がブームになりました

が、やはり自分はちゃんこ鍋やモツ鍋などの定番メニューが好き
です。入庁してから徐々に増え続ける体重、この秋も勢いは増すば

かりでしょう。

　2020年、東京オリンピック開催が決まりました。前回は、新幹線や
東京モノレールが開通。７年先、日本はどんな風に変化しているので
しょうか。世界新記録は？私自身は？

　夏前から始めた「緑のカーテン」は、見事に成長し、我が家の良きブ
ラインドとなりました。どんどんと枯れ始めていますが、落ちた種が発
芽し、嬉しいことに、2枚目のカーテンを、少しずつ作成してくれて
います。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　
  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　
  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市
市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

市立中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200 FAX.53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850
総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344
生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295
高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486
近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

◆消費生活相談（要予約）   毎週月・火・木・金曜日　午前10時〜正午  
　　　　　　　　　　　　　午後1時〜 4時　消費生活センター (☎ 22-1101)
◆人権相談・行政相談　毎月第4火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　広報広聴係(☎ 22-1101)
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課(☎ 22-1101)
◆母子相談　月･水･金曜日 午前8時30分〜午後5時15分 児童福祉係(☎22-1101)
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会(☎ 23-2298）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　毎週月曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月第2・3・4水曜日　午後1時〜4時　
　　　※事前にお問い合わせください。社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆成人健康・栄養相談（要予約）　毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター(☎ 23-6661)
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午　午後1時
　　〜5時（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター(☎ 23-6661)
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時〜午後5時  青少年センター(☎ 23-1322)
◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室 (☎ 23-1195)
◆女性相談（要予約）　第1火曜日･第3金曜日　午前9時15分〜午後0時5分
　　　　　人権施策課(☎22-1101)　
◆住まいづくり相談（第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）
　　　　　  第3水曜日　午後1時〜4時10分　　建築住宅課(☎ 22-1101)
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時〜 4時
　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部(☎22-5288)
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